
21  臨床心理部

21－１ 年度別・診療科別取扱延人数 （人）

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
29年度

構成比率(%)

429 439 501 438 399 16.5

629 824 1,013 1,496 1,461 60.3

235 198 211 240 240 9.9

69 94 72 60 64 2.6

6 10 9 7 3 0.1

4 11 5 1

17 3 1 9 0.4

3 2 9 0.4

49 39 49 54 56 2.3

2 3 4 1

54 55 13 14 45 1.9

30 35 76 62 2.6

26 9 1 11 0.5

33 31 35 41 50 2.1

1 1 1

81 81 40 17 14 0.6

1,638 1,830 1,990 2,444 2,424 100.0
※29年度より臨床遺伝部から部門名変更

21－２　取扱延人数の年度別推移
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取扱延人数 心理相談 検査 認知行動療法

臨床心理部では、主に各診療科からの依頼に基づき患者さんに必要な心理検査並びに心理相
談・指導を行い、また、チーム医療にも参加し、個々のニーズに応じた心理的支援を行っている。

心理検査は知能・発達検査、性格検査、認知機能検査等多岐にわたり、さらに複数の検査を組
み合わせて実施するため、場合によっては2日に分けて実施することも多い。多数の検査を統合的
に解釈・分析して所見を作成するため、結果の処理には時間を要する。

心理相談は約1時間であるが、親子への心理相談は90分前後を要する場合もある。このように1
件あたりの所要時間が長いため、受入可能な人数には限りがあり、年度ごとの取り扱い人数は、
ほぼ横ばいである。平成28年7月より開始した認知行動療法については、着実に実績を上げている。

近年、チーム医療の一員としての役割も大きくなっており、骨髄移植、HIV医療、がん診療、緩
和ケア、精神科リエゾン等の各チームや認知症疾患医療センター、周産期センター（NICU）、腎
移植センター等からの要請で、スタッフとの連携、病棟への定期的なラウンドを行う等、患者さ
んはもとより、そのご家族の心理的支援も行い、継続的な関わりに努めている。

今後も心理的支援あるいは評価を必要とする患者さんの増加が見込まれるが、その様な病院全
体のニーズに応えつつ、精神衛生の向上に貢献していくよう鋭意努力していくつもりである。

※28年度より認知行動療法の項目追加

※2日かけて検査を実施した場合も１件で表記
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